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この資料は、高知県が四国電力との勉強会で確認し

た事項をＱ＆Ａの形にとりまとめたものです。 

 

今後行う勉強会等での確認により内容は変更とな

ることがありますのでご了承ください。 



 

 

 

 

（はじめに） 

平成 23年３月に発生した福島第一原子力発電所事故は、未曾有の被害をもたらし、い

まだ多くの方々が避難生活を余儀なくされています。 

 

原発事故の被害の甚大さやその影響が長期間にわたって広範囲に及ぶことを考えれば、

脱原発に向けてその依存度を徐々に引き下げていくべきです。しかしながら、その過程

の中で、やむを得ず原発を再稼働せざるを得ない場面が出てくる可能性は否定できず、

また、仮にそうなった場合でも、安全対策が万全であることが大前提となります。 

 

このため、本県では平成 23年７月から平成 27年６月まで計 15回、再稼働に向けて手

続きが進められている伊方発電所の安全対策等に関する四国電力との勉強会を開催し、

原子力規制委員会での審査内容はもとより、県民の皆様が日頃から心配されている原子

力発電の安全性に対する様々な疑問を率直に投げかけ、専門的な議論を我々にも理解で

きるよう丁寧で詳細な説明と安全対策の徹底を求めてまいりました。 

 

このたび、原子力規制委員会において、審査されていました安全対策等が整理されま

したことから、これまでの勉強会を通じて四国電力から得られた回答をわかりやすくと

りまとめ、現時点で一旦中間とりまとめとして、公表します。 

 

今後は、中間とりまとめに関するご意見もふまえ、勉強会での確認も行いながら、最

終とりまとめを行います。 
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